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　農林水産省主催の「食品流通合理化検討会」の取組の浸透を図り、米の集出荷場でのパレット化等による効
率化及び手荷役の軽減を進め、ドライバーの附帯作業の改善を目指す。

［１］「食品流通合理化検討会」の取組の浸透
　【パレット化等による附帯作業の見直し実施箇所　米の集出荷場年間８箇所】

［２］附帯作業の改善（パレット化によるもの）
　【附帯作業時間 　米の集出荷場での積込・積卸時間それぞれ平均１ｈ～１．５ｈ短縮】
　※事務局において、運送事業者及び米の集出荷場管理者に対して、ヒアリング等を実施予定
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第１４回トラック輸送における取引環境・労働時間改善宮城県協議会（令和３年１～２月）にて協議予定


